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※ ご意見、ご感想おまちしています。 
※ 出前講座、受け付中です。 

○ 編集後記 ○ 

先日、原子力防災訓練がありました。県内

外の関係者が協力し、対応を行うように体制

づくりがされていました。健康危機管理には

関係機関との協力が本当に重要だと再認識

しました。 

年度末の忙しい時期ですが皆さん身体に

気をつけて乗り切りましょう！ 

 

○ 腸管出血性大腸菌（O-157）(3 類) 

福井健康福祉センター管内  1 件 

今シーズンのインフルエンザの流行は、過去１０年で最大規模

だった９８年に次ぐ規模となりました。 

3 月上旬に患者報告数は今冬最高に達し、都道府県別では福井、

長野、新潟、熊本、石川、山口、長崎の各県で７０人を超え、福

井が最も多い報告数でした。(定点当り)  

❀❀花粉症ついて❀❀ 
スギ花粉に続き、今月末には多くのヒノキ花粉が飛散する模様で

す。当所の職員も昨年以上に大変そうです。また、花粉症につい

ての相談を受けています。 

【予防のポイント】①吸い込まない②浴びない③持ち込まない 

 

老人施設での感染症 

 これまで本紙「はっする」や研修会にてインフ

ルエンザやノロウイルス等の感染症について注意

喚起をしてきました。  

最近ニュースで大きく取り上げられることが少

なくなりましたが、全国ではいまだに老人施設な

どでインフルエンザやノロウイルスの集団感染の

事例があります。引き続き注意しましょう。 

【予防のポイント】○うがい○手洗い○マスク 

 

今年のインフルエンザは過去１

０年で２番目に流行時期が遅かっ

たにもかかわらず、大規模な流行

となりました。これは、今年流行

したＢ型に対して免疫を持ってい

る人が少なかったことなどが理由

として考えられています。 

【今シーズンのウイルス分離状況】 
Ａ香港型 ３３％   Ａソ連型  ５％  
Ｂ型    ６２％   

流行が終息したわけではありません！ 

引き続き注意が必要です！！ 

  

 

 

※ まだ編集者は今季イ

ンフルエンザに罹っ

ていません！！ 

 


